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今年度要求のポイント

整理番号 01

  本事業は、市民の文化遺産の庫である博物館として、郷土の文化遺
産の散逸を防ぎ、豊富な内容と地域的特色を備えたコレクションとし
て充実するための方針をたてて資料を収集し、さらに未来への遺産と
してこれを伝えていくために適切に保存することを目的とする。

事業目的

事 業 名

事業期間

7,460

市長公室　学芸課

2,783

内容・積算等

事業内容

関連事業

23年度要求額

市長公室　博物館管理事業

資料収集保存事業

資料調査と企画立案（25年度以降の事
業）
資料収集員会の開催
資料の受贈
美術資料の修復

事 業 費

012

資料管理関係予算 2,721

局・課名／　　

その他　特記事項

既存の資料保存普及事業の保存業務と資料
収集事業を統合し、新規事業とした。

スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計 2,866 8,390

30 700

資料修復・修理

(単位　千円)

収蔵庫燻蒸等

平成21年度決算額

（単位：千円）

平成22年度予算額

　S 55～　　

平成23年度要求額

8,3902,866

全体事業費

【今後（～24年度】

資料の情報収集と調査 資料収集委員会の開催
資料の受贈
美術資料の修復

【経過（～22年度】 【23年度】

・堺市に関する資料についての収集方針立案、調査研究を行い、学識
経験者による評価や収集審査委員会による審査を経て資料の購入・受
贈を行う。
・館蔵資料の小規模な修理（館蔵資料修理業務）や大規模な修復（美
術資料修復業務）を行う。
・日常的な収蔵庫の燻蒸業務（収蔵庫資料消毒殺虫業務）や、状態が
悪化した資料についての重点的な殺黴（館蔵資料殺黴燻蒸業務）を行
う。
・展示場の大型解説パネルで、内容が古くなったものについて、修
理・リニューアルする。

項目

  資料収集審査委員会の開催により、今後の収集方針などについて外部評価を得
る。
館蔵美術資料で損傷が著しく、展示できないものを漸次修復していく。

22年度予算

主な要求内容

資料評価謝礼 230115


